
指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート概要（令和３年度事業分）

出資
法人

～ 3年

～ 5年

～ 5年

～ 4年

設 置 目 的

主 な 業 務 の 内 容

○敷地面積 6,596㎡
○建物面積 884㎡
○建物の構造  鉄骨造(外周･下地木造)1階建
○施設の内容
　･展示ﾎｰﾙ､交流ｺｰﾅｰ 236.34㎡
　･視聴覚ﾎｰﾙ 196.38㎡
　･特別展示ﾎｰﾙ 116.64㎡
　･園地(見本園等) 2,018㎡、自然観察路 1,270ｍ
　･駐車場、エントランス、事務室、機械室、倉庫等

北杜市大泉町西井出石堂8240-1

(1)施設維持保全業務
　・施設及び設置器具の維持保全業務を行う。
(2)自然情報提供業務
　・八ヶ岳南麓の自然に関する情報の提供業務を行う。
(3)学習体験機会提供業務
　・自然環境に関する知識の習得のための体験学習の機会の提供業務を
行う。

設 置 根 拠
（ 法 律 、 条 例 等 ）

設 置 年 月 日

主 な 施 設 内 容
（ 定 員 等 ）

187,710,000

154,908,000

公益財団法人キープ協会

公益財団法人キープ協会 R5.3.31

２　施設の概要

H26.4.1

H31.4.1

H31.3.31

所 在 地

H18.4.1 110,850,000

185,000,000

指定管理者名

H26.3.31

１　指定管理者の推移

山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター

環境・エネルギー部　自然共生推進課

公益財団法人キープ協会

財団法人キープ協会

公益財団法人キープ協会
（H24.3.31まで財団法人）

H21.4.1

H21.3.31

施 設 名

所 管 課

指定管理者

導入年度 平成18年度

指定期間
委託料総額
（単位：円）

平成6年11月28日

山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター設置及び管理条例

　恵み豊かな自然の中で、自然環境に関する情報と学習の機会を提供し、
もって本県の良好な環境の保全と継承に資するため。

備　　　　　考
（改築工事等の状況、
一括管理施設　等）
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート概要（令和３年度事業分）

３　指定管理業務に係る収支状況
（単位：円）

　

５　運営目標の達成状況（令和３年度）

６　施設所管課による総合的な評価及び指導事項（令和３年度）

７　施設所管課の指導事項に対する指定管理者の対応状況（令和３年度）

備考令和３年度令和２年度令和元年度平成30年度

△ 374,494

　　　　年度
項目

　旧休業要請個別解除施設から、グリーン・ゾーン認証施設となったが、チェックリスト内容を遵守し、感染
症予防対策に努めている。２月には追加対策の認証を受けた。
　竣工から25年以上が経つ施設で老朽化が課題だが、館内暖房の不具合や外壁のキツツキ穴等、必要と
判断した修繕については、速やかに施設所管課と協議し、対応を進めた。
　県内の環境教育関連施設やネットワーク団体との情報交換を積極的に行い、イベントへの出展や主催事
業への講師依頼等を通して、連携の強化に努めた。

平成29年度 令和元年度平成30年度 令和３年度令和２年度

利 用 実 績

利 用 者
満 足 度

96,836人

備考

入館者数

「満足」又は「どちらかと
いえば満足」の合計
　◎：80%以上
　○：60%以上80%未満
　△：60%未満

40,798人 44,563人109,644人

◎

99,668人

◎◎◎◎

　昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染拡大防止のための休館等により、入館者数は目標である
100,000人の半数程度であったが、感染症対策を徹底し、イベントの延期等にも柔軟に対応したことで、事
業参加者数は昨年度の約2倍に増加した。利用者アンケートによる満足度調査でも、「満足」及び「どちらか
といえば満足」の割合が99.6%と高評価を得ることができた。また、SNS等による情報発信を行うことで、県内
小中学校の団体利用促進に努めた。
　今後は、利用者のニーズに対応しつつ、「生物多様性の普及啓発」を中心とした新たなテーマを取り扱
い、より幅広い自然体験学習の機会の提供を望む。

収入合計

支出合計

38,815,000

平成29年度

38,470,120

△ 263,809 △ 299,267

４　利用状況、利用者満足度の状況

　臨時特別協力要請等を受けて、８月８日～９月12日を臨時休館に、また６月10日～20日、１月７日～２月
23日の期間のイベントを中止にした。総入館者数は44,563人で、前年度比109％となった。
　センター独自のテーマとして「SDGsの推進～森林の活用を通して～」を掲げ、学校団体等の利用等を通
じて、地域におけるSDGsの普及・推進に努めたほか、「生物多様性の保全」「木育」「県土緑化強調月間」
等の県の取り組みに関連した展示やイベントを積極的に行った。
　利用者からの要望が多かったトイレ便座改修や玄関タイル貼替等の工事を行い、施設の利便性や安全
性を高めることができた。
　アンケート評価のうち、施設全般の満足度は、「満足」「どちらかと言えば満足」を合わせると、99.6％という
高い評価をいただいた。

収支差額 △ 111,043 △ 108,507

38,923,50737,805,809 38,769,387

38,815,000

38,172,314

37,542,000

38,926,043

37,797,820
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）

山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター

環境・エネルギー部　自然共生推進課

公益財団法人キープ協会

１　利用状況 （単位：人）

２　類似施設・近隣施設

３　補修工事等の状況（令和３年度） （単位：円）

県

県

管

管

管

４　自動販売機設置状況等（令和３年度） （単位：円）

平成29年度 令和２年度

109,644

（内、事業参加者数）

342人/日

施 設 名

指 定 管 理 者

所 管 課

令和元年度

100,000

(18,949) (17,482)

100,000

40.8%

令和３年度平成30年度

3,790,600スロープ・玄関床改修工事

トイレ便器取替工事外1件

実績／目標割合 44.6%

95,000

利
用
者
数

利
用
率 利用者人数／営業日数

稼働率等（利用率）
の 算 定 方 法

96,836 109,644 99,668

44,563

(17,322)

100,000

96,836

101.9%

北杜市オオムラサキセンター：展示室、視聴覚室等

99,668

40,798

343人/日

（6,040） （11,837）

入館者数

604,906

館内FFストーブ交換工事（展示ホール２台）

館内FFストーブ交換工事（特別展示ホール２台） 529,100

修繕等の負担区分（基本協定書）： １件２０万円未満の修繕等は指定管理者が実施
＊ただし、上記にかかわらず、県の承認により、指定管理者が修繕等を実施することができる。

名 称 ・ 施 設
内 容 等

40,798

115.4% 99.7%

2,816,000

156人/日302人/日稼働率等（利用率）

44,563

選定方法 収入割合 収入額 仕入（支出）額

目標値の設定方法

外壁キツツキ穴補修工事外10件

台数

利 用 者 数 合 計

目 標 値 95,000

・平成25～29年度の5箇年の利用者数平均値
※指定期間ごとに利用者数目標を設定

149人/日

441,100
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）

５　指定管理業務に係る収支状況 （単位：円）

A 収入額計

その他

外部委託費

＊指定管理者委託料÷利用者数（単位：円）

（参考）自主事業に係る収支状況

871.0342.4

通信運搬費 340,553 389,971 444,946 459,814 469,733

Ｂ 支出額計

1,290,573 1,203,603

702,148

1,920,000
1,203,201 1,528,556

377,650

162,000

4,954,158

198,000
165,000

12.2%

277,200

165,000

320,130

1,920,000

144,776

568,798

1,920,000

595,350 296,638 264,862

2,950,991
553,049

2,089,170

56,276

1,344,673
22,795,113

201,300

△ 374,494

387.7 385.9 951.4

△ 263,809 △ 299,267 △ 111,043 △ 108,507

736,720

684,021

2,719,008 2,742,816

527,354

810,156961,213

4,502,048

13.0%外部委託比率

一人当たり指定管理者委託料＊

県への納付金

収 支 差 額 （ Ａ - Ｂ ）

支
　
出

2,644,958
277,200

324,000

1,575,106
22,766,545

698,654修繕費
22,057,675人件費
1,180,532
1,670,152

賃金

令和２年度 令和３年度平成29年度 平成30年度 令和元年度

38,769,387
22,079,245

37,805,809
7,120

38,923,507

収
　
入

指定管理委託料
追加委託料（感染症）

255,820

37,797,820

その他

施設利用料
37,542,000

38,815,000

38,815,000

38,470,120

38,463,00037,542,000 38,815,000

37,542,000 38,815,000

2,512,136
謝金等

広報費
使用料・賃借料

1,291,260

325,355

2,315,989

消耗品費

465,628

1,920,000

277,401

478,090
2,700,752

238,591

38,926,043

555,342

2,942,734

2,632,624

38,172,314
23,153,081

1,920,000

61,180

379,080

2,832,610

1,254,094

2,509,109

4,750,532

光熱水費

駐車場警備 393,120 666,360

272,160 274,680

消防設備

11.6%
555,344

13.9% 13.6%

1,051,812
162,000

5,281,4135,242,230

その他（灯油タンク点検等）

法定建築物点検

2,565,6712,719,008
272,160

1,044,260
81,000

清掃業務
警備業務
浄化槽業務

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

C 収入額計 783,204 781,203 879,168 689,266 622,138
D 支出額計 445,538 508,073 634,468 500,212 423,482

収 支 差 額 （ C - D ） 337,666 273,130 244,700 189,054 198,656
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）

６　利用者満足度

利用者の
主な意見

10.7%88.9%

利用者の意見
への対応

【要望等への対応】
・センターから自然観察路入口の間に木製の道標（看板）を増設した。
・ボランティアとの協働で園地等に樹名板を設置した。
・換気により館内が冷えやすいため、サーキュレーターを設置し、効果的な暖房利
用に努めた。

【意見等】
・ガイドウォークがとても楽しかった。自然を大切にしようと思った。
・時間がズレたにもかかわらず、対応してもらい、ありがたかった（団体より）。
・プログラムは三度目か四度目だが、冬は初めて。毎回楽しい（リピーターより）。

【要望等】
・センターから自然観察路の入口までがやや分かりにくい。
・樹木等に名前があるとうれしい。
・館内が寒かった（11月）。

施設全般の満足度

0.2%

94.6%

0.4%

77.7%

94.1%

0.4%

（１）実施時期：令和3年4月～令和4年3月
（２）実施方法：
　①：利用者アンケート
　②：事業参加者アンケート
（３）アンケート回収数：アンケート回収数と有効回答数は各項目に記載の通り
　　（有効回答数／アンケート回収数）

満足

設備・備品状況（452/481）

5.0%

利用者への接遇（469/481） 5.3% 0.6%

催物・事業内容（456/466）

21.9% 0.2%

実施方法等

どちらかといえば
満足

どちらかといえば
不満

不満

展示内容（451/481） 85.6% 14.2% 0.2%
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）

７　評価結果

項目

　業務仕様書、業務計画書に基づき、適正な
維持管理が実施されている。また、日常的な
点検を徹底し、不具合が生じた場合には早期
に対応するなど、利用者の快適性と安全性の
確保に努めている。引き続き、適正な施設管
理を望む。

維持管理
業　　　務

　施設の老朽化に伴う修繕費用の増加が想
定されることから、引き続き経費削減に努め、
計画的な施設修繕を意識した予算執行を望
む。

　昨年度に続き、新型コロナウイルス感染防
止対策を徹底する中で、業務計画に基づき
適切な運営が行われている。また、独自に年
度テーマを設定し、館内展示の充実を図り、
自然体験プログラム等の事業を展開している
ことは高く評価できる。参加者の満足度も高
い評価を得ており、引き続き利用者のニーズ
を把握する中で、より魅力的なサービスの提
供を期待する。

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価

　施設全般の満足度では、「満足」「どち
らかと言えば満足」を合わせると99.6％と
いう高い評価をいただいた。
　各項目では「催物・事業内容」のポイン
トが高い。この水準を維持できるよう、引
き続き魅力的な事業の企画運営に努め
るほか、県内外への広報にも注力してい
く。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のための
休館や自然体験プログラムの中止に加え、緊
急事態宣言に伴う観光客の減少などにより総
入館者数は例年の半数程度に減少した。し
かし、休館明けの10月～12月は例年と同程
度の入館者を確保しており、広報活動等の積
極的な取り組みが評価できる。県民の利用促
進に努め、引き続き利用者の増加に向けた
取り組みを望む。

自主事業

　利用者の安全性と快適性を第一に、日
常的な点検や美化に努めた。設備の法
定点検や保守管理業務の一部は専門業
者に委託し、適切に行われたことを確認
した。自然観察路の渡り橋等工作物の老
朽化が進んでいるため、日常的な点検・
補修のほか、改修に向けて所管課と協
議していく。

運営業務

　臨時休館等で夏休み期間の個人利用
者は低調となったが、秋以降の団体利用
が前年度より復調し、総入館者数は昨年
度より微増となった。感染対策のため、団
体利用では分散して利用いただくよう、
丁寧な事前説明に努めた。県内はもちろ
ん、他県の個人・団体の利用促進を図る
べく、HP等自己媒体の充実や関連施設
との広報連携に注力する。

　自然や環境教育関連の教材販売や野外活
動のサポートとして飲料水販売、冬期のス
ノーシューのレンタルなどの自主事業により、
利用者の利便性を高めている。

利用状況

収支状況

　各項目の「満足・どちらかといえば満足」の
比率が99％以上と非常に高く、利用者サービ
スに努めた結果が現れており、評価できる。し
かし、昨年度は得られなかった「不満」の評価
を得た項目があるため、改善を図りつつ、引き
続き、利用者の意見や要望を踏まえ、質の高
いサービスの提供を望む。

　科目によっては予算対比で増減はあっ
たが、全体的にはほぼ予算通りの執行が
できた。今後も利用者の満足度向上と経
費削減の両立を意識しながら予算管理
にあたる。特に物価上昇等に伴う委託費
や光熱水費の増加に留意していく。

利用者
満足度

　業務計画ならびに独自に設定している
年度テーマに基づき、館内展示のほか、
各種の自然体験プログラムや企画事業
を実施し、アンケートからは高い評価を
得ることができた。協力要請を受けて中
止した事業は、可能な限り延期開催を
し、業務計画の遂行に努めた。今後も地
域の人材や県内の環境教育関連施設等
と連携を図りながら、魅力的な事業の企
画運営に注力していく。

　環境教育関連教材や自然体験をサ
ポートするグッズの販売を行った。今後も
利用者のニーズの把握に努め、陳列方
法の改善や、商品の入替・開発を検討し
ていく。
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指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）

８　施設所管課による定期評価結果

　今後もより多くの県内小中学校等へ働きか
け、小中学校等のニーズに合致したサービス
を提供することなどにより、県内小中学校等の
利用を促進する。

自然環境や
文化、生物
多様性の普
及を目的と
する館内展
示の増加

　毎月２展の新規展示(新型コロナウイル
ス感染症による休館を加味)を目標とし、
目標値22展に設定。
　実績は22展であり、目標を達成すること
ができた。

　今後は特定外来生物等の生物多様性の館
内展示をより充実させ、自然環境についての
理解を深める機会を拡大していくこととする。

　H30～R2年度の平均実績1,587人に
110％を加算した値(半年時点での新型
コロナウイルス感染症での減少率を加
味)を目標とし、目標値を899人に設定。
　実績は990人と目標を達成することがで
きた。

　今後も自然体験プログラムへの参加を促進
するとともに、インターネットを活用した情報発
信の強化、周知をすることで施設利用者以外
への自然環境教育の機会の充実を図る。

評価 改善内容
施策推進

業務の内容

小中学校の
総合学習や
社会教育の
場などの提
供を行うこと
を目的とし
た団体利用

の促進

　H30～R2年度の平均実績26校に110％
を加算した値を目標とし、目標値28校に
設定。
　実績は34校と目標を達成することがで
きた。

自然環境学
習の機会の
提供を目的
とした自然
体験プログ
ラムへの参

加促進

－7－



指定管理施設の管理運営状況評価（モニタリング）シート詳細（令和３年度事業分）

９　管理体制（組織図）

令和３年４月１日現在

1 人

2 人

3 人

1 人

7 人

臨時職員 1

自然学習
課員

1

館長

課長

一般職員

1

館長

自然学習
担当課長

臨時職員

合計

総務担当
課長

1

1

総務
課員

2
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